
○ 正 誤 表 （ 2016.12.22 ）

該 当 頁 誤 正

11p 2.2.2 土 地 利 用

土 地 利 用 を 樹 林 ・ 田 畑 ・ 市 街 地 の ３ 土 地 利 用 を 樹 林 ・ 田 畑 ・ 市 街 地 の ３
つ に 区 分 し て 、 鶴 見 川 流 域 全 体 に お つ に 区 分 し て 、 鶴 見 川 流 域 全 体 に お
け る 昭 和 3 3 年 ( 1 9 5 8 ) か ら 平 成 2 5 年 け る 昭 和 3 3 年 ( 1 9 5 8 ) か ら 平 成 2 5 年
( 2 0 1 3 ) に 至 る 5 5 年 間 の 土 地 利 用 の 変 ( 2 0 1 3 ) に 至 る 5 5 年 間 の 土 地 利 用 の 変
遷 を 整 理 し た 。 遷 を 整 理 し た 。
こ れ に よ る と 、 樹 林 と 田 畑 を 合 わ せ こ れ に よ る と 、 樹 林 と 田 畑 を 合 わ せ
た 自 然 地 は 、 昭 和 3 3 年 （ 1 9 5 8 ） で た 自 然 地 は 、 昭 和 3 3 年 （ 1 9 5 8 ） で
は 流 域 全 体 の 9 0 ％ を 占 め て い た も の は 流 域 全 体 の 9 0 ％ を 占 め て い た も の
が 、 平 成 2 5 年 （ 2 0 1 3 ） に は 1 5 ％ に が 、 平 成 2 5 年 （ 2 0 1 3 ） に は 1 4 ％ に
ま で 低 下 し た 。 ま で 低 下 し た 。

図 2.2.2 流 域 に お け る 市 街 地 率 の 変 遷
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該 当 頁 誤 正

12p 2.3 流 域 の 自 然 環 境

鶴 見 川 流 域 は 昭 和 3 0 年 （ 1 9 5 5 ） 鶴 見 川 流 域 は 昭 和 3 0 年 （ 1 9 5 5 ）
頃 ま で は 市 街 地 率 が 1 0 % 程 度 と 低 く 、 頃 ま で は 市 街 地 率 が 1 0 % 程 度 と 低 く 、
ま た 、 隣 接 す る 他 流 域 の 自 然 環 境 と ま た 、 隣 接 す る 他 流 域 の 自 然 環 境 と
も つ な が っ て お り 、 中 流 か ら 上 流 流 も つ な が っ て お り 、 中 流 か ら 上 流 流
域 に は 豊 か な 自 然 環 境 が 保 た れ て い 域 に は 豊 か な 自 然 環 境 が 保 た れ て い
た と 考 え ら れ る 。 た と 考 え ら れ る 。

し か し 、 そ の 後 の 流 域 の 急 速 な 市 し か し 、 そ の 後 の 流 域 の 急 速 な 市
街 化 に よ り 、 自 然 地 は 減 少 の 一 途 を 街 化 に よ り 、 自 然 地 は 減 少 の 一 途 を
た ど っ て き た 。 平 成 2 5 年 （ 2 0 1 3 ） た ど っ て き た 。 平 成 2 5 年 （ 2 0 1 3 ）
現 在 で 流 域 の 自 然 地 は 1 5 ％ 程 度 で あ 現 在 で 流 域 の 自 然 地 は 1 4 ％ 程 度 で あ
る が 、 都 市 の 自 然 と し て み る な ら ば 、 る が 、 都 市 の 自 然 と し て み る な ら ば 、
鶴 見 川 流 域 は 本 川 や 支 川 の 源 流 流 域 鶴 見 川 流 域 は 本 川 や 支 川 の 源 流 流 域
を 中 心 に な お 自 然 の 姿 が 残 る 地 域 と を 中 心 に な お 自 然 の 姿 が 残 る 地 域 と
み る こ と も で き る 。 み る こ と も で き る 。

源 流 流 域 の 丘 陵 地 帯 で は 、 コ ナ ラ 源 流 流 域 の 丘 陵 地 帯 で は 、 コ ナ ラ
・ ク ヌ ギ な ど を 中 心 と す る 二 次 林 （ 雑 ・ ク ヌ ギ な ど を 中 心 と す る 二 次 林 （ 雑
木 林 ） が 比 較 的 多 木 林 ） が 比 較 的 多
く 残 っ て お り 、 急 傾 斜 地 の 一 部 に は く 残 っ て お り 、 急 傾 斜 地 の 一 部 に は
シ ラ カ シ 林 が 点 在 し て い る 。 現 在 は シ ラ カ シ 林 が 点 在 し て い る 。 現 在 は
限 ら れ た 場 所 に な っ て い る が 、 源 流 限 ら れ た 場 所 に な っ て い る が 、 源 流
流 域 の 丘 陵 地 帯 の 谷 戸 に は 細 長 く 水 流 域 の 丘 陵 地 帯 の 谷 戸 に は 細 長 く 水
田 が 開 け て 、 こ の 地 域 特 有 の 谷 戸 の 田 が 開 け て 、 こ の 地 域 特 有 の 谷 戸 の
環 境 を 形 成 し て い る 。 ま た 、 こ れ ら 環 境 を 形 成 し て い る 。 ま た 、 こ れ ら
の 源 流 部 の 水 域 に は 清 冽 な 水 を 好 む の 源 流 部 の 水 域 に は 清 冽 な 水 を 好 む
ア ブ ラ ハ ヤ や ホ ト ケ ド ジ ョ ウ 、 ギ バ ア ブ ラ ハ ヤ や ホ ト ケ ド ジ ョ ウ 、 ギ バ
チ 、 ス ナ ヤ ツ メ と い っ た 魚 類 が 生 息 チ 、 ス ナ ヤ ツ メ と い っ た 魚 類 が 生 息
し て い る 。 し て い る 。

流 域 全 体 で は 、 こ れ ま で に 1 2 0 種 流 域 全 体 で は 、 こ れ ま で に 1 2 0 種
以 上 の 鳥 類 の 確 認 記 録 が あ り 、 流 域 以 上 の 鳥 類 の 確 認 記 録 が あ り 、 流 域
の 市 街 地 率 （ 8 5 % ） か ら す る と 、 鳥 の 市 街 地 率 （ 8 6 % ） か ら す る と 、 鳥
類 相 は 比 較 的 多 様 で あ る と い え る 。 類 相 は 比 較 的 多 様 で あ る と い え る 。



該 当 頁 誤 正

38p 3.3.1 流 域 の 生 物 多 様 性

( 1 ) 流 域 の 自 然 地

図 3.3.1 流 域 の 土 地 利 用 変 化
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